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※2　県内では、太田市や伊勢崎市、玉村町、前橋市、高崎市などで見つかっています
※3　梁行は一般的に建物の短い方向、桁行は長い方向のこと。また、掘立柱建物とは地面に穴を掘り、礎石などを使わず、
　  　その穴に直接柱を立てて固定する建物のこと。ここでの1間は「長さ」ではなく、「柱と柱の間」のことをさします。
※4　総柱建物…掘立柱建物または礎石をもつ建物の中で、くまなく格子状に柱を立てたもの

※5　須恵器…古墳時代に朝鮮半島から伝わった、青灰色をした固い土器。野焼きではなく窯で焼かれた
※6　スサ…壁を塗る際、ひび割れ防止や補強のために混ぜる植物繊維のこと。稲わらや麻などがある
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　現在の国道と同じように、東西方向にのびています。
　まっすぐにのびる道路の幅はおよそ10mで、両
端には幅約70㎝のみぞが掘られています。この道
路は、8世紀前半の建物に壊されていることから、
それ以前につくられたことがわかります。
　道の規模やみぞの形など、県内でこれまでに発見
されている駅路（※2）と共通する点が多いことか
ら、7世紀に整備された東山道駅路の可能性が高い
と思われます。
　今後、道路の整備・開通時期や、8世紀以降はど
こに移されたのかが課題となります。

東山道駅路

　梁行3間（約7.5m）、桁行9間（約27m）で（※3）、
1m四方の柱穴が掘られており、かなり大きな柱が
建てられていたことがわかります。また、建物の内
側にも小さな柱穴が複数見つかっていることから、
内部を仕切る柱が別にあったと考えられます。
　本建物と、南側の総柱建物は主軸（＝方向）が大
体同じであることから、同じ時期に機能していた建
物と考えられます。
　また、建物の一部は駅路の内側まで及んでおり、
この区間の道路が廃止された後に建てられたことが
わかります。

大型掘立柱建物（公的施設①）
ほったてばしら どこう

　大型掘立柱建物の南にある総柱建物（※4）から
は、地業と呼ばれる基礎が見つかりました。基礎は
長方形に地面を掘り、石と土が中に詰められ、版築
工法で固く叩きしめられていました。もともとは、
基礎の上に礎石があったと思われますが、確認でき
ませんでした。
　建物の外だけでなく内側にも柱を組み、100㎡以
上の規模となることや、当時の一般的な建物にはあ
まり見られない基礎工事行われていることなどか
ら、公的施設の中でも特に重要な建物だったと考え
られます。

総柱建物（公的施設②）

■「版築工法」ってなに？
　中国で発明され日本に伝わった、土や砂をサンド
イッチ状に薄く突き固める技術のことです。土台と
する場所に土砂を同じ厚さで敷き、それを半分ほど
の厚さになるまで棒などで突き固めることを繰り返
し、徐々に高くします。
　古代のお寺のお堂や塔などの中に、周りの地面か
ら一段高い所に作られているものがありますが、そ
の土台の多くはこの工法で作られたものです。

　調査区の東端、道路の真ん中あたりに約4m四方、深さ
約1.6mの土坑が発見されました。その中からは、8～10
世紀ごろに作られた須恵器（※5）が見つかっています。
　また、大量の瓦も捨てられており、その多くは8世紀
前半のものとわかりました。土坑の下の方からは建物に
使われたと考えられる粘土やスサ（※6）などの建材も見
つかりました。
　これらは、西側から流し込まれているため、総柱建物
に使われていた可能性が高いですが、現状ではよく分か
りません。しかし、当時の建物の姿を知るための貴重な
資料となります。

瓦廃棄土坑
はりゆき けたゆき
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■問 □本 文化財課埋蔵文化財係（☎内線3421）

■今後の課題
　町北遺跡の駅路や建物が使われて
いた飛鳥・奈良時代、今の安中市に
あたる地域は碓氷郡（飛鳥時代は碓
氷評）とよばれ、郡家・評家という
古代の役所が置かれました。
　また、町北遺跡から北に約300m
にある植松・地尻遺跡の発掘調査で
は「評（ひょう、またはこおり）」と
刻まれた須恵器が見つかっており、

飛鳥時代の役所の推定地とされてき
ました。
　今回の町北遺跡の発見は、植松・
地尻遺跡から本遺跡までが古代役所
の範囲だったことを示し、従来の説
を裏付けるものです。今後、東山道
がどこに移されたかも含め、古代碓
氷郡中心地の解明を進めていきま
す。

発掘調査担当者

すでに発掘調査は終了していますが、主要な遺構は将来に備えて、土のうや盛土などの保護措置をとったうえで
埋め戻しを行いました。

みりょく創出部文化財課
埋蔵文化財係　鳥居主事
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総柱建物の版築工法
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